
　市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づいて公表する、市の人事行政の運営などの状況の概要です。詳
しくは、市 で見ることができます。

人事行政の運営などの状況 職員課☎70･5608

区分
部門

職員数
対前年増減数 主な増減理由

4年 3年

普
通
会
計
部
門

一 

般 

行 

政 

部 

門

議会 8 9 ▲1 業務減による減
総務 120（4） 123（2） ▲3（2） 欠員不補充による減
税務 29（2） 29 －（2） 育児休業に伴う任期付職員の増
民生 106（6） 107（6） ▲1 （－） 欠員不補充による減
衛生 54（2） 54（2） －（－）
労働 － － － 

農林水産 8（1） 8 －（1）
商工 13（1） 12 1（1） 業務増による増
土木 61（1） 64（1） ▲3（－） 業務減による減

計 399（17） 406（11） ▲7（6）〈参考〉人口１万人当たりの職員数47.30人
(類似団体の人口1万人当たり職員数57.07人)

教育部門 47 46（2） 1（▲2） 欠員不補充による減
消防部門 128（1） 128 －（1） 業務増による増

小計 574（18） 580（13） ▲6（5）〈参考〉人口１万人当たりの職員数68.05人
(類似団体の人口1万人当たり職員数73.87人)

公
営
企
業
等

会
計
部
門

下水道 10 11 　▲1 欠員不補充による減
その他 29（3） 29（1） －（2） 育児休業に伴う任期付職員の増
小計 39（3） 40（1） ▲1（2）

合計 613（21）
[661]

620（14）
[661]

▲7（7）
[－] 〈参考〉人口１万人当たりの職員数75.16人

※職員数は一般職に属する職員数で、会計年度任用職員を除く	 ※（　）内は、育児休業代替任期付職員数で、外数
※類似団体の人口１万人当たりの職員数は３年４月１日現在	 ※[　]内は条例定数の合計

職種 試験区分 受験者数 最終合格者数
男 女 計 男 女 計

行政
大学卒 109 77 186 7 6 13
高校卒 18 17 35 1 0 1
経験者 41 13 54 3 3 6

行政[障がい者]
大学卒 3 1 4 － － －
高校卒 1 0 1 － － －
経験者 1 0 1 － － －

行政福祉 大学卒 1 2 3 － － －
土木 大学卒 3 0 3 － － －
土木経験者 経験者 3 0 3 1 0 1
建築 大学卒 1 2 3 0 1 1
保健師 大学卒 0 6 6 0 2 2

消防
大学卒 6 0 6 1 0 1
短大卒 9 0 9 2 0 2
高校卒 10 0 10 2 0 2

保育士 短大卒 0 7 7 0 2 2
行政 任期付 13 25 38 2 18 20
行政福祉 任期付 0 1 1 0 1 1
保健師 任期付 0 1 1 0 1 1
保育士 任期付 0 3 3 0 3 3
合計 219 155 374 19 37 56

● 職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況（4年４月１日現在）
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢 平均給料

月額
平均給与

月額

39.8歳 307,565円 417,755円 52.1歳 346,779円 434,804円

● 一般行政職の級別職員数の状況（4年４月１日現在）
区分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な職務内容 部長 参事 課長 副主幹 主査 主任　主事 主事 主事補
職員数（人） 12(0) 10(0) 41(0) 70(0) 26(0) 63(0) 80(47) 20(0) 322(47)
構成比（％） 3.8(0) 3.1(0) 12.7(0) 21.7(0) 8.1(0) 19.6(0) 24.8(100) 6.2(0) 100(100)

参考
１年前の構成比 3.4 3.3 10.8 21.1 6.4 17.5 26.4 11.1 100
５年前の構成比 3.2 3.5 14.6 27.4 5.0 11.0 24.5 10.8 100

※職員数は市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による数（消防職、税務職、福祉職などを除く）　※標準的な職務内容は、各級に該当する代表的な職名
※（　）内は再任用短時間勤務職員で、外数

● 職員の初任給の状況（4年４月１日現在）
区分 綾瀬市 神奈川県 国

一般
行政職

大学卒 186,700円 188,700円 182,200円
高校卒 160,100円 154,900円 150,600円

技能労務職 160,100円 152,700円 −
※「国」は3年４月１日現在

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）� 【単位：人】

採用試験実施の状況（３年度採用試験実施結果）� 【単位：人】

職員の給与の状況

● 職員手当の状況
区分 綾瀬市 国

期
末
・
勤
勉
手
当

3年度支給割合
期　末 勤　勉 期　末 勤　勉

2.4月分(1.35月分) 1.9月分(0.9月分) 2.55月分(1.45月分) 1.9月分(0.9月分)

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級などによる加算措置
：役職加算 5 ～ 20％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
：役職加算 5 ～ 20％　管理職加算 10 ～ 25％

１人当たり平均支給額（3年度） 1,584千円 −

退
職
手
当

（3年度支給率） 自己都合 勧奨・定年 自己都合 応募認定・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額
１人当たり平均支給額

19.67月分
28.04 月分

39.758月分
47.709月分

5,987千円

24.587月分
33.271月分
47.709月分
47.709月分
21,275千円

19.67月分
28.04月分

39.758月分
47.709月分

−

24.587月分
33.271月分
47.709月分
47.709月分

−

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置(2 ～ 20％加算) 定年前早期退職特例措置(2 ～ 45％加算)
退職時特別昇給 なし なし

※（　）内は再任用短時間勤務職員に係る支給割合　※退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額　※国は２年度

● 特別職の報酬などの状況（4年４月１日現在）
区分 給料月額など

給料

市長 911,000円

副市長 740,000円

教育長 684,000円

報酬

議長 530,000円

副議長 429,000円

議員 398,000円

期末
手当

市長・副市長・
教育長・議長・
副議長・議員

（3年度支給割合）4.2月分

退職
手当

市長
副市長
教育長

	 （算定方式）� （支給時期）
給料月額×勤続期間×400／100	 任期毎
給料月額×勤続期間×300／100	 任期毎
給料月額×勤続期間×200／100	 任期毎

区分 綾瀬市 国

扶
養
手
当

配偶者 7,500円 6,500円
配偶者以外の

扶養親族
子：11,000円

父母など：    7,500円　
子：10,000円

父母など：    6,500円
16 ～ 22歳の子の

特定加算 5,500円 5,000円

住居手当 市内：29,700円
市外：27,000円を限度 27,000円を限度

通勤手当 55,000円を限度 55,000円を限度

地域手当
(4年4月1日現在)

支給率 10％
支給対象職員数 634人
国の制度（支給率） 6％

特殊勤務手当
(4 年 4 月 1 日現在 )

区分 全職種
職員全体に占める手当支給
職員の割合(3年度決算) 20.8％

支給職員１人当たり平均
支給年額（3年度決算） 10,334円

手当の種類(手当数)

市一般職の職員の特殊勤
務手当に関する条例(5)、
市技能労務職員の給与に
関する規則(1)

代表的な手当の名称 消防手当、社会福祉業務
手当

時間外
勤務手当

3年度 支給実績 189,435千円
職員１人当たり支給年額 312千円

2年度 支給実績 156,955千円
職員１人当たり支給年額 245千円

区分 取得状況
年次休暇 平均10.4日
特別休暇 延べ864人
介護休暇 0人

病気休暇など 53人
育児休業 39(34)人
部分休業 14(13)人

※�育児休業・部分休業欄の（　）内は、女性
の取得者数で、内数

勤務時間・その他の
勤務条件
● �職員の勤務時間、休憩時間の概要

（4年４月１日現在）
職員の勤務時間は、8時30分か
ら17時のうち休憩時間45分を
除いた１日７時間45分、週38時
間45分です。

● 各種休暇の取得状況（3年度）
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